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「きゃべつ」の心

3日 前に播種 したキヤベツの育首箱を眺め

ていると、不揃いの発芽ながら、それぞれが自

己主張している。

双葉で問引きされ、2～3枚 の本葉で選別さ

れながらポツポットに植え替えられ、更に本葉

7～ 8枚 で畑に定植 される。この過程で「キヤ
ベツ」の心はどれだけ尊重され、どれだけ活か

されているのだろうか?

ふと考えてしまう。

奏野市名古木の棚田、泥日との出会いが神奈

川県内の棚田探しに、そして関東地区の「棚田

旅」に連なつた。

唯々有名な、綺麗な、写真映りのよい棚回が

必要じやない。

そこに人が居て、人が働き、稲を育て、棚口を

守っている 。・・その現場で話が聞きたい。

だが現実は厳しい。平日でも土 ・日でも人影

はない。減反や高齢化、耕作放棄の実態が何処

にでもある。町や村役場を訪ね、話を聞いても

それぞれの取り組みに違いが有るし、農政への

音欲が伝わつてこない。

それでも「棚田旅」に出ていると、生身の声ヘ

の憧れがあり、とにかく話がしたいし、声が聞

きたくなる。

数少ない現場の人の話や声を、持ち帰つて、

秦野市名古本の棚回復元の作業に生かし、
一鍬

一鍬に思いを込める。

そして一年、ともかく棚回は復元 し、今や

青々とした田圃になつている。

こうした中で、復元する田回を里山・里地全

体としてとらえる、全体の中のひとつとして、

関連して考えて行く。
やつと行き着いた方向性のなかで、復元作業

に関連して、神奈川みどりのトラスト、厚木市

モ沢の自然環境センターヘ、さらに川床対策で

松岡 賢 二

綾瀬市の 「デ ・コの木」と、飛び回りながら相

談し、話を聞き、教えを乞 うてきた。

『風の里』のグル
ープとは、この流れの中で

出会つた。

人がいる、山があり、畑があり、田圃がある。

里山 ・里地の条件が締つている。

地方都市特有の「俺たち、文化人 11」が見当

たらないのがいい。長年の活動の中で生み出さ

れる「俺たち、文化人 !!」は頭でつかちになる。

自分達の文化を説教し、押 し付け、時には行政

までも指導したがる。

今やらなければ ・・・の気持ちが、俺たちが

やらなければ、となる。俺たちがやつている、

俺たちがやらなければ ・・・と、行き話まって

くると、もうその
“
会
"や
組織は 『澱み』の中

にいる。

『風の里』のグループには、それがない。

自然体で自然を受け入れ、自然に対処するだけ

で、何の気負いも無い。

何年後かの全山開園まで、この姿勢のままで

いて欲しい。多くの人と接 し、体験交流 し、共

同作業する中で判つてもらえばいい。俺たちが、

俺たちだけが ・・。その言葉があつてはならな

い。

この四月から始めた、棄野菩提の菜園づくり

の中で、『自然』に接してきた。誰とでも挨拶
し、話し、教わる楽しみを知った。パイプ椅子

に座つて、ひばりの鳴りを聞きながら『我が子

たち』の生育を見守る、まさに至福の刻にいる。

秋・冬、野菜に育てる ポ リポットのキャベ

ツを見ながら、不揃いの発茅も、梅雨の日照り

不足に不満も言わず、ヒヨロヒョロの姿で揺れ

るプロッコリーの幼首にも常に感謝し、共に成

長して行きたいと思つている。


